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 東京都金融広報委員会では、2013 年 11 月 27 日、2013 年度東京都金融・金銭教育協議会を開催

しました。当日は、都内小・中学校・高等学校の学校関係者のほか、教育委員会等教育関係者な

どにご出席いただきました（出席者 66 名）。 

 出席者からは、「各校の教育目標や学校の実態に即した取り組みに感心した。研究発表のためで

はなく、金融教育の必要性を認識し、そのための一つの方法・手段として活用していることがよ

いと思った」（学校関係者）とか、「日々の授業に活用できる報告があり、参加できて良かった」（同）、

「多くの学校が、金融・金銭教育の視点で授業を行い、価値観の幅を広げ、適切な判断をするこ

とができる子供を育成していくことの大切さを感じた」（教育委員会）などの声が聞かれ、出席者

および当委員会の双方に非常に有益な協議会となりました。 

 

＜協議会の模様＞ 

・ 当日は、金融・金銭教育研究校および金融教育研究グループからの実践事例発表とこれを踏

まえたディスカッションを実施しました。 

 

１．研究校等による実践事例発表 

 ①清瀬市立清瀬第七小学校               ▽清瀬第七小学校の実践事例発表の模様 

発表者 ・教諭  麻生浩一 

発表 

テーマ 

実感を伴う金融・金銭教育 

～中学年の子供の実態に合わせた 

授業の展開を通して～ 

発表概要 

・小学校中・高学年生（3～5 年生）の各段階

に応じて実践授業を展開 

3 年：「清瀬市のしごと～商店のしごと」 

4 年：「友達のしょうこ」 

5 年：「かしこい買い物のしかたを考えよう」 
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 ②東村山市立回田（めぐりた）小学校          ▽回田小学校の実践事例発表の模様 

発表者 
・主任教諭  塚本 哲 

・教諭    亀山里美 

発表 

テーマ 

よりよく考え、判断し、行動する子の 

育成  ～消費者・金融教育から～ 

発表概要 

校内研究での各学年の取り組みについて 

1年 おしごとハッピーだいさくせん！ 

2年 使い方を考えて～お金や物を大切に

～「おこづかい」 

3年 もったいないから始めよう～どっち

のほうれん草を買いますか～ 

4年 調べようわくわくワーク 

5年 What’s money?  

～お金の使い方を考えよう～ 

6年 もうけの達人になろう～文字を使っ

た式をいかして～ 

 

 

 ③都立桜修館中等教育学校               ▽桜修館中等教育学校の実践事例発表の模様 

発表者 ・主任教諭 高橋 勝也 

発表 

テーマ 

生徒の興味・関心を高める金融経済教育 

～『経世済民』を考察させる～ 

発表概要 

・生徒の経済に対する興味・関心を高める 

―― 『経世済民』（経済活動を通じて

社会のみんなが幸せになる）の重要

性 

―― マンションで考える金融と経済

（空中権の資産活用による低コスト建築） 
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 ④東京金融教育ワークショップ            ▽東京金融教育ワークショップの実践事例発表の模様 

発表者 ・代表 高橋勝也 

発表 

テーマ 
高校教員による金融教育 

発表概要 

・東京金融教育ワークショップの概要 

・初年度における東京金融教育ワークシ

ョップ活動報告（有識者による講座の

開催と金融教育授業の研究） 

 

 ⑤渋谷区立鉢山中学校                ▽鉢山中学校の実践事例発表の模様 

発表者 ・主幹教諭 大内弘全 

発表 

テーマ 
生徒の実態に応じた金融教育 

発表概要 

・渋谷区立鉢山中学校の概要 

・職場体験学習と関連させた金融教育 

・今後の実践予定 

 

 ⑥都立第三商業高等学校               ▽第三商業高等学校の実践事例発表の模様 

発表者 ・主幹教諭 河原田一郎 

発表 

テーマ 

・三商「絆」プロジェクト 

観光協会・学校（生徒）・地域社会の 

“橋渡し”を目指して 

発表概要 

・三商「絆」プロジェクト概要 

―― 模擬企業の体験授業（商品開発～
販売～決算） 

―― 地元団体と連携した地域活性化
等への取り組み（観光産業）など 
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２．研究協議（パネルディスカッション） 

・ 東京都教育庁指導部義務教育特別支援教育指導課 指導主事 藤田修史氏より、５校・１グループ

の実践発表についてご講評いただきました。 

・ 次に、「学校における金融教育の進め方」をテーマとして、主に①教育現場における金融・金銭

教育の進め方、②取組上の工夫や悩み、③体験的活動の取り入れ方、④金融・金銭教育の効果、な

どについて、各校より具体的な取り組みも織り交ぜながら、協議しました。 

 

（パネリスト） 

研究校校長および担当教諭等  

・清瀬市立清瀬第七小学校 校長 西脇 裕高     ・東村山市立回田小学校  校長 曽我部 多美 

・都立桜修館中等教育学校 主任教諭 高橋 勝也   ・渋谷区立鉢山中学校   主幹教諭 大内 弘全 

・都立第三商業高等学校  主幹教諭 河原田 一郎  

・東京都教育庁指導部義務教育特別支援教育指導課  指導主事 藤田 修史 

 

（コーディネーター） 

・東京都金融広報委員会事務局長  谷原 章文 

     ▽パネルディスカッションの模様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考：協議会の模様＞ 

１．目的 

  ・ 都内の教育委員会、小・中学校・高等学校の教育関係者が一堂に会し、金融・金銭教育の実践例等

を題材とした研究協議や意見交換を行うこと。 

・ これらを通じて、金融・金銭教育の基本的な考え方や実践方法について理解を深めるとともに、教

育現場における金融・金銭教育の取り入れ方・進め方をめぐる課題や対応策などについて情報共有を

図ること。 
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２．主催   東京都金融広報委員会 

３．後援   東京都教育委員会、金融広報中央委員会 

４．日時   2013 年 11 月 27 日（水）13：30～16：30 

５．会場   ホテルフロラシオン青山 

６．出席者  66 名（都内区市町村教育委員会指導主事、小・中学校・高等学校校長または副校長、

担当教員、金融広報委員会関係者、金融広報アドバイザー等） 

 

以   上 


